
活動名：絶対に見捨てない！～不動産・行政・NPOの連携による住宅弱者への取り組み～（株式会社プライム）

一般部門 〇

サブリース部門

空き家部門

（活動拠点）神奈川県座間市

住宅弱者に住まいを！不動産業者・NPO・行政連携でリスタートを後押し。みんな笑顔のハウジングファーストです。

活動の概要

活
動
内
容

新たに創造する地域価値・
解決を目指す社会課題等

生活に困り、アパートなどを追い出された人が再就職しようとしても住居がないので就職ができ
ない・携帯が持てないという問題がある。生活保護を受けたくても、劣悪な環境の施設を紹介
されるか、「アパートを借りてきてください」と言われ、不動産屋に行くと「生活保護を受けてきてく
ださい」となり、たらいまわしに。まずは住居を確保し、そこからリスタートを後押しするため不動
産業社、NPO、行政と連携して取り組んでいます。

先進性・新規性

・入居者たちに仕事のあっせんや食料の支援などコミュニケーションをとることで孤立感を減らし、
結果的にトラブルやリスクを減らす。また高齢者は長く居住する場合が多く、入居を受け入
れることで長く空き家だった古い物件の１階が軒並み成約。

・相模原市・座間市の居住支援協議会に全日本不動産協会神奈川県本部さがみ支部の
代表として参加し、住まいの確保の意見交換を行っている。

・座間市が取り組む官民連携「チーム座間」の一員として福祉と不動産業界の通訳のような
業態で、どちらの活動も行っている。

地域づくり・
コミュニティづくりへの寄与

・比較的元気な高齢者はアパートの掃除やシルバー人材を紹介し、外部とのつながりを持つこ
とで健康管理やコミュニティが出来ている。知り合いになった入居者同士が病院に付き添った
り食事を分け合ったりしていることもあり、高齢の入居者はお互いを頼りにしている。
・シェアハウスも運営しており、そこには高齢者・うつ病・身体障害者が同居。それぞれ問題を
抱えて家を失った人たちがお互い役割分担をし、孤独とは無縁で楽しく暮らしている。

活動の成果

・住居に困っている人の多くは食べ物を買うお金もなく、代表の石塚が理事をつとめるNPOの
フードバンクを利用し、食料の確保を行うこともある。
・11年前創業時の課題は物件の確保で、「80歳の方を入居させてもらえませんか。」と同業
他社にお願いしたが、受け入れてもらえなかった。その後は自社で物件を購入し、高齢者に入
居してもらうと家賃は確実に入り、見守りを入れることでトラブルもなかったことから投資としても
いける！と思い仲の良い大家さんに物件を買っていただき、それも瞬く間に入居が決まっていっ
た。管理する賃貸物件の戸数は当初は6部屋だったが、現在250部屋となった。
・NPOワンエイドは座間市から委託を受け、住まいの相談は毎月100件を超える。

特にアピールしたいポイント
多くの大家さんが嫌がるリスクのある人たちを積極的に入居に繋げ、必要な人には見守りをつけ、アパート
の掃除など簡単な仕事を通じて社会とのつながりを持ってもらうことで孤独孤立感を減らし、住宅弱者は
住み替えが叶い大家さんにとっても社会貢献と投資の両立を叶える取り組みです。

他の受賞歴等 第１回地域価値を共創する不動産業アワード １次審査通過

推薦者：

かながわ住まいまちづくり協会

【共創者】一般社団法人アイサポート・NPO法人ワンエイド・座間市

※活動の様子が分かる写
真を説明を添えて添付
してください。

※活動の様子が分かる写
真を説明を添えて添付
してください。

※活動の様子が分かる写
真を説明を添えて添付
してください。



出典：住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のありか方に関する検討会（第2回） 令和5年8月
1日座間市実践報告「生活困窮者自立支援制度の活用を通じた居住支援への気づき」

座間市 支援者間の連携体制

（NPO法人ワンエイド）

絶対に見捨てない

株式会社プライム



出典：住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のありか方に関する検討会（第2回） 令和5年8月
1日座間市実践報告「生活困窮者自立支援制度の活用を通じた居住支援への気づき」

不動産業者として
アパート契約の協力

（すごい案件ばかり）

座間市の支援体制の事例



出典：住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のありか方に関する検討会（第2回） 令和5年8月
1日座間市実践報告「生活困窮者自立支援制度の活用を通じた居住支援への気づき」

不動産業者としてアパート契約の協力



出典：住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のありか方に関する検討会（第2回） 令和5年8月
1日座間市実践報告「生活困窮者自立支援制度の活用を通じた居住支援への気づき」

工事＆不動産業者として協力



全国居住支援協議会・抱僕の奥田さんに居住支援について
ご教示いただきました

座間市・相模原市の居住支援協議会に不動産業者として参加。
業者仲間にも居住支援の大切さを広めています。

座間市の自立支援の皆様と



入居時最高齢90歳のT子さん。
案件は全国・外国からも。

会社隣にシェアハウスを運営。
高齢・身体障害・精神障害3人が同居

どうしても入居審査がダメなら併設の宿泊施設へ・・

NPOワンエイドのフードバンク活動。
不動産業者からの食料の寄付も！

あの手この手で絶対に見捨てません！


